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「金沢世界都市構想」第2次基本計画 総　論 General remarks

01
計画の概要

金沢固有の自然や歴史、文化を礎としながら、それらを

磨き高めるとともに、これまでの基本計画の実施によって

新たに蓄積された資産を生かすことで｢世界都市・金沢｣の

実現をめざす、金沢世界都市構想の第2次基本計画です。

総論と各論で構成します。
総論は、概要、基本指標、推進体制、背景と課題、3つ
の目標と10の重点プロジェクトで構成し、各論は、3つの
目標を達成するため分野別に施策を体系化し、それぞれ
の基本方針、事業計画等で構成します。

①計画の期間
計画の期間は、平成18（2006）年度から平成27（2015）
年度の10年間とします。

②計画の地域
｢金沢市域｣を基本に、北陸の中枢拠点都市として、北陸
新幹線の開業等を見据え、日常生活を共有する圏域も視野
に入れます。

③計画の範囲
金沢市の主要事業を基本に、国、県、民間等の重要な事
業も含めます。

計画の基本指標
1 人　口1 計画の位置づけ

2 計画の対象

3 計画の構成

02

この10年間の人口動態の推移を

見ると、自然動態は増加傾向にあ

る反面、社会動態は減少が続き、

社会動態の減少を自然動態が補う

状況となっています。

一方、未登録人口を含む調査で

ある平成 17（2005）年実施の国

勢調査では、平成12（2000）年

調査より1,831人（年平均366人）

少ない454,607人となり、戦後初

の減少となりました。その要因と

しては、少子化、景気の低迷など

の全国的な傾向に加え、学都、中

枢管理都市といった本市特有の要

因とが重なりあったためと想定さ

れます。

しかし、このような中でも本市

の住民登録等の届出人口は未だ自

然増を維持しており、本市の5歳

階級別人口で最も多い第2次ベビ

ーブームの世代が出産適齢期の30

代前半にあることなどから、今後

10年間も現状と同様の微増傾向が

継続するものと想定されます。

合わせて、この計画で示す｢世

界都市・金沢｣の実現に向けた3つ

の目標を実現するための10の重点

プロジェクトを積極的に進めるこ

とで、人口の自然増加を維持し、

減少基調にある社会動態人口を増

加基調に転換させることを前提

に、平成27（2015）年の人口を

465,000人と設定します。

計画人口1
平成27（2015）年の計画人口：465,000人

区　分 
　 

定住人口 

国調人口 

平成17年 

454,607人 

※国調人口（平成17（2005）年の人口）は、平成17（2005）年10月1日実施の国勢調査の速報値 

平成27年 

465,000人 

平成22年 

460,000人 

平成17～22年 

0.24％ 

計　画　人　口 年平均増減率 

平成22～27年 

0.22％ 
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